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 会長報告                 長友芳郎会長 

今年初めての例会です。

今年も宜しくお願いします。 

本日は中村さんが例会見

学で参加されました。よう

こそいらっしゃいました。 

今年は新年早々大きな地

震が能登半島を襲いました。沢山の犠牲者、被災者がで

ています。衷心よりお見舞いとお悔やみを申し上げます。 

既に義援金を寄付された方もいらっしゃるかと思いますが

ロータリーの義援金も宜しくお願いします。 

今日のプログラムは伊藤さんにお願いします。では宜しくお

願いします。 

 

 幹事報告                  川上 勉幹事 

◆ 2023.02.10. 土 曜 日 

Intercity Meeting が開催さ

れます。 

時間：09 時 30 分より 

場所：アルシェ(龍ケ崎)記

念講演：荒井哲郎氏筑波

大学精神医学教授 研修：「見て覧」の掲載紹介 ※10

分程 登録費：6,000 円 54,000 円を送金しました。 

◆2024.03.22.（金）「４クラブ合同観桜会」のお知らせで

す。参加希望者は幹事まで。詳細は LINE でご覧ください。 

◆2024.03.02.(土)「2023 年度米山修了式」が開催され

ます。米山委員長よろしく。詳細は LINE でご覧ください。 

◆2024.05.14.(火)「地区大会記念ゴルフ大会」が開催さ

れます。参加希望者は幹事まで。詳細は LINE で。 

 

第 1195 例会報告（2024.01.19） 

点  鐘 会長 長友芳郎 

国歌斉唱・R ソング それでこそロータリー 

本日のプログラム 特別月間 職業奉仕月間 伊藤会員 

ゲスト ・ ビジター 中村茜さん 

職業奉仕月間 

■■出席状況 

会 員   9 名 
出席率 100.00% 

出 席 者  6 名 

WEB出席  2 名 Make-up 1 名 

定款第10条(第6-7節除く) 海老原会員 

■ニコニコボックス 

目標額 (本年度) 400,000 円 

実績額 本日/累計 13,000円 257,000円 

■MESSAGE 

長友会員 本年もよろしく 

川上会員 中村さん入会申し込みお待ちします。 

荒木会員 本年もお邪魔します。 

伊藤会員 本年もよろしくお願いいたします。 

海老原会員 

あけましておめでとうございます。今月の祝い事 

１月１日（荒木会員） １月18日（伊藤会員） お

めでとうございます。 

大原会員 
皆様今年も宜しくお願いいたします。中村さん 

ようこそ。 

横山会員 あけましておめでとうございます 

■今後の予定 

01/20．土 日本文化体験研修（相撲観戦）.米山奨学会 

02/10．土 InterCity Meeting 「アルシェ」 

例会の欠席は、水曜日 AM 10:00 までに川上幹事 
TEL 090-3497-0383 に連絡して下さい。≫ 

【通常例会 02.02】 

特別月間  
（平和構築と紛争予防） 

クラブ管理運営委員会 

【通常例会 01.26】 

クラブ協議会Ⅵ 
（中間報告） 

クラブ管理運営委員会 

 

本日のプログラム  

 
次回のプログラム 
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 本日のプログラム  

 

 

基本理念 

ロータリーの基本理念は、ロータリアン共通の目的や指針

として、長い年月をかけて形づくられたものです。互いの関

係や行動の土台として、世界中のロータリアンがこれらの

理念を大切にしています。 

 

ロータリーの目的 

 ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の

理念を奨励し、これを育むことにある。具体的には、次の

各項を奨励することにある： 

第 1 知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること； 

第 2 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべ 

て価値あるものと認識し、社会に奉仕する機会としてロー

タリアン各自の職業を高潔なものにすること；  

第 3 ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および

社会生活において、日々、奉仕の理念を実践すること；  

第 4 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワー 

クを通じて、国際理解、親善、平和を推進すること。 

 

ロータリーの公式標語 

「超我の奉仕」 

「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」 

この 2 つの標語は、1950 年にデトロイトで開催された RI 国

際大会で、「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる（He 

Profits Most Who Serves Best）」と「超我の奉仕（Service 

Above Self）」に修正され、ロータリーの公式標語として正

式に承認されました。1989 年の規定審議会では、「超我

の奉仕」がロータリーの第一標語として採択されました。こ

れは、この言葉が利己的でないボランティア奉仕の哲学

を最もよく言い表しているとの理由からです。一方、「He 

Profits Most Who Serves Best」は、2004 年規定審議会

で「They Profit Most Who Serve Best 」に修正され、さら

に 2010 年規定審議会で現在の標語「One Profits Most 

Who Serves Best」となりました。 

 

職業奉仕
（副題やその他の情報を記載）

職業奉仕の活動
- 自分の職業や仕事上のネットワークを

クラブの活動と結びつける

- 専門能力・スキルを生かして地域社会の
ニーズに取り組み、人びとが新たな職業
スキルや関心を見つけるのを助ける

- 仕事や生活においてロータリーの中核的
価値観である「高潔性」を奨励し、実践する

- あらゆる職業の価値を認識し、向上させる
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高潔性と倫理

ロータリーでは高潔性と高い倫理基準が重視されます。
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四つのテスト
言行はこれに照らしてから
1. 真実かどうか
2. みんなに公平か
3. 好意と友情を深めるか
4. みんなのためになるかどうか

• 地元地域で、ロータリー会員ではない職業人を集めた交流行事を開く

• 求職者を対象としたキャリア相談を行う

• 若者を対象としたメンタリングを行ってキャリア目標の達成を支援する

• クラブや地区のプロジェクトで職業スキルを活用する

• 地区リソースネットワーク、ロータリー行動グループ、または職業的関心を土台とする親睦活動
グループに参加して、自分の職業スキルを生かす

• 地区ロータリー友情交換委員長と協力して、職業人を対象とする交流会を実施し、ほかの地域・
国において自分の職業がどのように実践されているかを学び、また自分の実践状況を紹介する

• 地区ロータリー財団委員会と協力して職業研修チーム（VTT）を編成し、海外の地域社会で特定
分野の専門知識について教えたり、自らの知識を深めたりする

職業奉仕の活動アイデア
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私たちは、ビジネスや職業のリーダーとして職場や地域社会で模範を示すことで高い倫
理基準を推進できます。以下にアイデアをご紹介します：

• 従業員の雇用、研修、監督に際して、誠実さ、アカウンタビリティ、公平性、高潔さ、敬意
について話し、強調する

• 模範的な行動を賞賛し、奨励する

• 顧客、業者、従業員、パートナーに対する配慮とコミットメントを示す

• ビジネスや組織において、社会的・環境的責任のある慣行を推進する

職場における倫理の向上

6


